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PPP1R14C

PPP1R14C; KEPI; Protein phosphatase 1 regulatory subunit 14C; Kinase-enhanced PP1
inhibitor; PKC-potentiated PP1 inhibitory protein; Serologically defined breast cancer
antigen NY-BR-81
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	応用
	抗原情報
	背景
	タンパク質リン酸化の程度は、タンパク質キナーゼとホスファターゼの活性のバランスによって制御されます。タンパク質ホスファターゼ1（PP1、MIM 176875参照）は、神経活動、タンパク質合成、代謝、筋収縮、細胞分裂に影響を与えるシグナル伝達ホスファターゼです。PPP1R14CはPP1の阻害剤です（Liu et al., 2002 [PubMed 11812771]）。[OMIM提供、2010年2月],機能：PPP1CA阻害剤。リン酸化されると600倍以上の阻害活性を示し、PPP1CA基質のリン酸化状態と平滑筋収縮を制御する分子スイッチを形成します。,類似性：PP1阻害剤ファミリーに属します。,組織特異性：乳がんにおいて検出されます。,
	研究分野
	-
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	PPP1R14C抗体を用いたJurkat細胞およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したKEPIポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

